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論 文 題 目 審美性歯面コー ト材の表面性状 と細菌付着性

(論文 内容 の要 旨 )

【目的】

歯科臨床では審美的および口腔衛生学的意義から仕上げ研磨により細かい傷を除去し、修復物表面を平滑

化することが推奨されている。これは修復物表面の光の反射が低下し、光沢 (艶)が無くなると、表面が曇

つて見え、審美的には好ましくないと考えられ、また、修復物表面に光沢を与えることは食物や細菌の付着

を抑制すると考えられいる。このように光沢度は表面性状の指標に用いられ、着色 。歯垢の形成への影響に

関与していると考えられている。そこで本研究では組成の異なる2種類の歯面コー ト材を用いて、表面粗さ

と光沢度および細菌付着との関係を検討した。

【材料および方法】
1.供試材料

市販 の歯 面 コー ト材 で S―PRGフ ィ ラー (約 48輌%)、 Bis¨GMA,TEGDMAを 主成 分 とす る ビュー テ ィ コ

ー ト(松風 )と シ リカ フ ィ ラー 、フ ッ化 ナ トリウム (約 31輌%)、 UDMA,HEMAを 主成 分 とす るホ ワイ トコ

ー ト (ク ラレメディカルカル)と 表面滑沢材で多官能アクリレー ト、MPIAを主成分とする トップコー ト

(ク ラレメディカルカル)を用いた。

2.試料作製方法

供試材料をテフロン製型枠に填入し、ポリエステルフィルムとガラス板を置いて圧接 した後、光照射を

行つた。 ビューティコー ト (以下 BC)は表面処理方法の違いにより、圧接群 (以下 BCA)、 付属の研磨

器材 (グ ロスファインとバフディスク)に よる研磨群 (以下 BCP)及びレジン硬化促進剤 (グ ロスメー

カー)を塗布 し、研磨を実施 しないグロスエフェク ト群 (以下 BCG)を作製 した。また、ホワイ トコー

ト (以下 WC)は圧接群 (以下 WCA)、 BC付属の研磨器材による研磨群 (以下 WCP)お よび WC付属の

表面滑沢材を塗布 した トップコー ト群 (以下 WCT)を作製 した。

3.表面粗さの沢1定

1)接触型と非接触型粗さの比較検討

接触型粗 さ浪1定装置 (サーフコーダ SE-30D)と 非接触型粗さ浪1定装置 (電子線粗さ解析装置 ERA¨8000)

を用い、BCA、 BCP、 BCGを それぞれ 5個作製 し、1個 について 5回没1定 し、接触型 と非接触型粗さを統

計学的に処理 し、有意差検定を行つた。

2)非接触型粗 さ沢1定装置による表面粗さの浪1定

BCA、 BCP、 BCG、 WCA、 WCP、 WCTの Ra(中 心線平均粗さ)、 Rt(最大粗さ)、 Rz(十点平均粗さ)

を求め、表面形状の走査電子顕微鏡 (以下 SEM)像、鳥敏図、断面プロフィールにより観察した。

4サーマルサイクリング前後の光沢度の浪1定

各試料を 4℃ の冷水と60℃の温水に交互に 1分間ずつ浸漬 し、0回 (浸漬前)、 50回、100回、500回 、

1,000回繰 り返 した後、肉眼観察よび光沢度の汲1定を行つた。

5.抗菌性試験

供試細菌は シeprοιοιιZS″ Z′α4s ATCC 25175(以 下 S″グ′α4s)を用いた。各試料を浸漬 した Reduced

Transpo■ Fluid 5mlに それぞれ 1× 108cFU/mlに 調整 した菌液を 500 μ L滴下し、12時間、37℃嫌気条件下

で抗菌効果を検討 した。



6.細菌付着性試験
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sO′α′おATCC35037(以 下∫ο′α′お)を用いた。調整 した菌液に各試料を浸漬 し、37℃嫌気条

件下で 2時間保持 した。固定、乾燥、蒸着 したのち SEM S¨ 4500にてレジン表面を二次電子にて観察した。

また、試料表面への∫ο′α′なの付着状態を定量するために[methyl-3H]チ ミジンをラベル し、検討 した。

7.抗プラーク性試験

BCを成人男性 5名 に上顎第一大臼歯頬側面に装着 し、8時間経過後に SEM観察した。

【結果】

接触型 と非接触型粗 さの比較検討では両者に有意差はなかつた。また、非接触型粗 さ浪1定装置による(BCA、

WCA)、 (BCP、 WCP)、 (BCG、 WCT)の各表面処理における表面粗 さに有意差は認められなかつた。

サーマルサイ クリング前後の BCと WCは 肉眼的に差は認め られず、サーマルサイクリング前の (BCA、

WCA)、 (BCP、 WCP)、 (BCG、 WCT)の各表面処理における光沢度にも有意差は認 められなかつた。 さら

にサーマルサイク リングによる経時的な変化においても BCと WCの各表面処理による光沢度に有意差は認

められなかつた。 しか し、各表面処理の違いによ り光沢度は有意に異なつてお り、圧接群、グロスエフェク

ト群、 トップコー ト群、研磨群の順に光沢度は低下 した。

抗菌性試験の結果、BCと WCの抗菌性に有意差は認 めらなかった。しか し、細菌付着性試験の結果、(BCA、

BCP)、 (WCA、 WCP、  BCG)の 間以外は試料間に有意差が認 められた。また、BCA、 BCPが最 も少ない細

菌付着性 を示 し、WCTは最 も多 くの細菌が付着 していた。

【考察および結論】

表面粗さ (Ra)が 0.l μm以下で光沢度が 40～90%の審美性歯面コー ト材 (コ ンポジットレジン材料)の細菌

付着性は表面粗さや光沢度の表面性状が影響するのではなく、歯面コー ト材の組成、特に S¨PRGフ ィラーや

フッ化ナ トリウムが影響を与えている可能性が示唆された。したがつて、歯科臨床において暫間的処置では

あるものの歯面コー ト材は審美性、日腔衛生学的意義から表面を平滑化して光沢を与えるとともに、抗プラ

ーク性を考慮した材料を添加することが処置後の予後に有益に働くと考えられた。


